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松山順歌謡ショー

　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
二
日
（
土
）
の
前
夜

祭
、
二
十
三
日
（
日
）
の
本
ま
つ
り
に
は
県
内
外
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
、
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
や
親
水
公
園

の
ま
つ
り
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第 43回
湯山温泉

小学生の息の合った合奏

オープニングを飾る姫桜太鼓

小学生の元気なダンス 保育園児の可愛らしい踊り

中学生の素晴らしい合唱

川内平家踊り
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実愛コンサート

SAKURA組のダンス白水神楽

木ん馬レース

保育園児のかっこいいダンス
桜友会の水神守太鼓

ハレムベ
リーダン

スフィー
バー

むらびとパフォーマンス



1442014.5　広報　みずかみ

………村内News

水上中学校入学式

　４月８日（火）第 70 回入学式が行われました。本年度 21 名の新入生が入学してきました。氏名点
呼では大きな声で返事をし、学校長、保護者への挨拶、代表の坂口李

り な

奈さんの誓いの言葉も堂々とし
たものでした。２、３年生の歓迎の歌「タンホイザー行進曲」もすばらしく、新入生も保護者の方々
も感動していた様子でした。これから水上中全校生徒 67 人、力を合わせて、新たな伝統をつくり上げ
ていこうと決意を新たにした入学式でした。

◎
男
子

　

飯い
い
だ田　

　

徹と
お
る

　

尾お
ま
え前　

颯は
や
と斗

　

黒く
ろ
き木　

優ゆ
う
と杜

　

小こ
は
ら原　

慶け
い
し士

　

椎し
い
ば葉　

勇ゆ
う
だ
い大

　

椎し
い
ば葉　

湧ゆ
う
だ
い大

　

藏ぞ
う
ざ座　

　

蓮れ
ん

　

土つ
ち
や屋　

翔し
ょ
う
い意

　

中な
か
む
ら村　

　

叶き
ょ
う

　

西に
し　

　

慧さ
と
き樹

　

西に
し　

　

呼よ
ひ
と人

　

丸ま
る
や
ま山　

寛か
ん
た太

◎
女
子

　

石い
し
ば
し橋　

　

空あ
お
い

　

石い
し
ば
し橋　

美み

ゆ佑

　

小こ
は
ら原
百ゆ

り

か
合
香

　

坂さ
か
ぐ
ち口　

李り

な奈

　

下し
も
だ田　

那な

お央

　

中な
か
む
ら村　

香か
な
み南

　

野の

だ田　

萌も
え
な奈

　

堀ほ
り
い井　

音い
ん
ふ
う鶴

　

山や
ま
も
と本　

真ま
す
み澄

　このたび、イクストライド株式会社（人吉市）の樅木裕孝社長より、学習支
援用にと水上中学校へタブレット端末69台が寄贈されました。
　同社では、独自の学習教材を無料配信
するプロジェクトの一環として熊本県内
の中学校13校にタブレット端末約800台
の提供を１月下旬から開始されておりま
す。
　このタブレット提供により、生徒は端
末を使い授業が可能になります。
　３月24日、水上中学校において、代表
して生徒会長の野田裕史さんに渡され、
学習のためにこのタブレットを有効に活
用させていただきますと嬉しそうな表情
でした。

タブレット端末を寄贈いただきました
（水上中学校）
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村内News………

湯山小学校入学式湯山小学校入学式湯山小学校入学式

岩野小学校入学式岩野小学校入学式岩 野小学校入学式

元気いっぱい新入生
　平成 26年度は、男子２名、女子４名、計６名が入学してきま
した。入学式では、在校生が見守る中、元気いっぱい返事をする
ことができました。仲良く、楽しい小学校生活を送ってほしいと
思います。

どうぞよろしく！
　春爛漫の４月９日（水）、入学式が行われ、12名の１年生が元気に入学してきました。式の中では、大きな声で
の返事やごあいさつができました。また、教室では、先生のお話をしっかり聞き、笑顔いっぱい、喜びいっぱいの
子どもたちでした。
　これから、岩野っ子の一員として、元気に登校してきてくださいね。

◎
男
子

　

小お
が
わ川
琳り
ん
た
ろ
う

太
郎

　

尾お
ま
え前　

裕ひ
ろ
ひ
さ悠

◎
女
子

　

小お
が
わ川
あ
ゆ
み

　

川か
わ
は
ら原　

莉り

お央

　
上か

ん
め
ら
米
良
江え

り
も
莉
椛

　

湯ゆ
た
に谷　

　

志こ
こ
ろ

◎
男
子

　

岡お
か
も
と本　

橙ゆ
ず
ほ歩

　

笹さ
さ
き木　

　

颯そ
う

　

成な
る
お尾　

和た
か
ひ
さ凌

　

西に
し　

　

俊し
ゅ
ん
た太

　

西に
し　

　

優ゆ
う
と翔

　

福ふ
く
だ田　

玲れ
い
や也

　

山や
ま
し
た下　

優ゆ
う
ま真

◎
女
子

　

石い
し
ば
し橋　

愛あ
い
な莱

　

梅う
め
は
ら𠩤　

日ひ
よ
り和

　

那な

す須
ほ
の
か

　

西に
し　

　

風ふ
う
か香

　

西に
し
も
と本　

優ゆ

め芽
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消
防
入
退
団
式

消
防
入
退
団
式

　

四
月
一
日
（
火
）
午
後
七
時
か

ら
、
水
上
村
消
防
団
入
退
団
式
が

ふ
る
里
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
六
名
の
方
が

入
団
さ
れ
、
二
十
一
名
の
方
が
退

団
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
訓
辞
並
び
に
村
長
訓
辞
の

後
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
一

分
団
第
四
班
（
上
楠
班
）
の
中
村

朗
団
員
が
「
何
人
も
恐
れ
ず
良
心

に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を

遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま

す
。」
と
力
強
く
宣
誓
。
退
団
者

を
代
表
し
て
元
分
団
長
の
森
山
秀

春
氏
が
「
消
防
団
を
退
団
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
消

防
団
発
展
の
た
め
に
、
一
住
民
と

し
て
側
面
か
ら
見
守
っ
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
方
は
、
こ
れ
か
ら

水
上
村
消
防
団
と
し
て
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

退
団
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
れ
ま

で
水
上
村
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

退
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　
　

所
属

　

荒
嶽　
　

晋　
　

第
二
分
団

　

森
山　

秀
春　
　

第
三
分
団

　

幸
野
眞
一
郎　
　

幸
野
班

　

郷　
　

貴
道　
　

高
瀬
班

　

池
田　

直
之　
　

岩
野
覚
井
班

　

梅
原　

政
範　
　

里
坊
班

　

川
俣　

宣
雄　
　

川
内
班

　

荒
嶽　

雄
一　
　

北
目
班

　

荒
嶽　

智
洋　
　

湯
山
覚
井
班

　

立
尾　

一
貴　
　

湯
山
覚
井
班

　

白
木　

崇
祥　
　

神
揚
班

　

椎
葉　

仁
吏　
　

本
野
班

　

有
馬　

博
則　
　

高
澄
舟
石
班

　

甲
斐　
　

敦　
　

古
屋
敷
班

　

白
川　

敬
一　
　

古
屋
敷
班

　

蔵
座　

和
徳　
　

古
屋
敷
班

　

蔵
座　

利
実　
　

古
屋
敷
班

　

野
田　

祐
樹　
　

古
屋
敷
班

　

右
田　

洋
平　
　

古
屋
敷
班

　

高
橋
美
州
男　
　

川
口
班

　

森
崎　
　

誠　
　

川
口
班

入
団
者
名
簿

　

氏　

名　
　
　
　

所
属

　

中
村　
　

朗　
　

上
楠
班

　

白
川　

郁
也　
　

里
坊
班

　

荒
嶽　

翔
太　
　

湯
山
覚
井
班

　

藤
原　

一
貴　
　

湯
山
覚
井
班

　

齋
藤　

卓
男　
　

本
野
班

　

西
本　
　

司　
　

高
澄
舟
石
班

平成 26年度消防団体制
団　　長 小野　賴年
副 団 長 森川　　源
第１分団 (岩野・江代地区）
分 団 長 竹内　誠二
副分団長 猪口　秀信
副分団長 椎葉　武年
部　　長 内田　真治
部　　長 米本　宗徳
第２分団（湯山地区）

分 団 長 尾前　重德
副分団長 尾前　武志
部　　長 杉野　久志
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春の全国交通安全運動！春の全国交通安全運動！春の全国交通安全運動！
　4月 6日（日）から 15 日（火）までの期間、春の全国交通安全運動が展開され、本村におきましても、交
通安全指導員を主軸に様々な啓発活動が実施されました。

◆4町村合同推進大会・水上村湯前町合同キャンペーン
　4月 4日（金）午前 10 時から湯前町環境改善センターにおいて４町村合同推進大会が開催され、本村から
も交通安全指導員や老人クラブ連合会などが参加しました。多良木地区交通安全協会長の幸野俊光氏より、「自
転車の安全利用・チャイルドシートとシートベルトの着用・飲酒運転の根絶」を推し進めていきたいと挨拶
がありました。
　また、同日午後 1時 30 分より湯前町コメリ前においてキャンペーンが展開され、ドライバーに対して安全
運転の啓発が行われました。

◆交通安全祈願祭・交通安全推進協議会
　4月 8 日（火）午前 9時から役場前庭において交通安全祈願祭が執り
行われ、その後、役場大会議室において交通安全推進協議会が開催され
ました。
　この会議は、水上村の交通安全をどのように推進していくかを協議す
る場であり、夕暮れ時早めのヘッドライト点灯の推進や交差点における
交通安全施設の整備などの意見が挙げられました。

◆交通安全街頭指導・啓発のぼり旗設置
　運動期間中は子ども達の通学時間に合わせ（午前 7時～ 8時）、村内 4
箇所において交通安全指導員と
役場職員による街頭指導が行わ
れ、あわせて交通安全指導員に
よる交通安全のぼり旗が設置さ
れました。

 

◆早めのライト点灯で安全運転を！
　車や自転車は早めにライトを点けることで、ドライバーはもちろ
ん歩いている人も、それらが接近していることに早く気づくことが
でき、交差点での出合頭の事故等を防ぐことができます。特に事故が多い夕暮れの通勤・通学時間帯は、早
めにライトを点けて安全運転に心がけましょう。
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一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
２
６
億
円

　

平
成
26
年
第
1
回
（
３
月
）
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
21
件
、
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
８
件
、
26
年
度
各
会
計

当
初
予
算
８
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た

○特別会計当初予算額
国民健康保険特別会計 ３億６，３１０万円
介護保険特別会計 ３億２，５７０万円
後期高齢者医療特別会計 ３，１２０万円
簡易水道事業特別会計 ４，２７０万円
農業集落排水事業特別会計 ６，０８０万円
林業集落排水事業特別会計 ６７０万円
下水道事業特別会計 ３，８３０万円

前年度
0.8％減

一
般
会
計
当
初
予
算
の
主
な
施
策

道路新設改良・舗装事業 １億４，３２０万円
・村道小川内線道路改良（L=200m W=4.0 ｍ）
・村道上楠里坊線道路改良（L=60m W=5.0 ｍ）
・村道下本野線道路改良（L=100m W=4.0 ｍ）
・村道下北目線道路改良（L=100m W=4.0 ｍ）
・村道白蔵線強化舗装
　　（L=500m W=4.0 ｍ）
・村道カントリーパーク線舗装
　　（L=500m W=7.0 ｍ）など

定住促進事業 ３，３８０万円
・岩野覚井25坪×2棟

25年度新築分

平成26年度
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伝染病等予防事業 ８９５万円
・インフルエンザ予防接種　250人
・MR・ポリオ・四混・三混・二混・BCG・日脳　31人
・子宮頸がんワクチン予防接種　18人
・ヒブワクチン予防接種　90人
・小児用肺炎球菌ワクチン予防接種　80人
・高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種　100人
・先天性風しん症候群予防接種　10人
・ロタワクチン予防接種　10人

高度情報通信基盤整備 ２，３７１万円
・ブロードバンド整備事業費
　（朴ノ木原・川口地区）L=6,700 ｍ

地域公共交通対策 １，８１８万円
・地方バス路線運行特別対策補助金
・地方バス路線運行補助金（柳原）
・くま川鉄道経営安定化補助金

商工業施設等整備事業補助金 １，５００万円
　村商工会会員で村内に商工業施設を有する者
又は新たに起業し水上村商工会会員になること
が見込まれる者で、店舗、宿泊施設及び工場の
ほか、商工業を営むために必要な施設の新設、
増改築及び主要な機械等を増設又は更新するも
のに対して補助
・補助の対象額は、査定事業費30万円以上と
し、補助金の最高限度額は300万円

綠の産業再生プロジェクト促進事業 ２，５１０万円
・高性能林業機械導入補助（国50%・県5%・村
7.5%）

中山間地域等直接支払制度事業 ２，８２４万円
・農用地（水田）維持管理　154.6ha

上球磨消防組合負担金 ４，８３６万円

森林環境保全整備事業 ４，３０５万円
・全伐、下刈り、除間伐、再造林
　（才ノ平団地外）71.0ha

有害鳥獣対策事業 １，１０４万円
・特定鳥獣適正管理報償費
　1,350 頭　8,000 円 / 頭
・有害鳥獣駆除隊助成（6隊）

クロスカントリー整備事業 ７８４万円
・陸上クロスカントリーコースの基本計画設計
・観光協会及び旅館
組合の代表者で組
織する「合宿部
会」を発足し、
コース管理や合宿
誘致などの研修や
勉強会を行う。

保育所運営費 ９，３８６万円
（平成26年４月１日現在）
・岩野保育所　54人
・湯山保育所　29人
・広域入所　　11人
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○
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計
画
国
土
交
通
省

要
望

　
　

金
子
代
議
士
同
行
の
も
と
、
２
月
６
日

に
実
施
。

○
く
ま
川
鉄
道
新
車
輌
が
完
成

　
　

３
月
８
日
に
「
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

と
銘
打
っ
た
３
輌
が
運
行
を
開
始
。

○
公
立
多
良
木
病
院
の
新
企
業
長
が
内
定

　
　

昨
年
12
月
に
退
職
さ
れ
た
後
藤
企
業
長

の
後
任
と
し
て
、
４
月
か
ら
済
生
会
み
す

み
病
院
よ
り
大
島
氏
が
内
定
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

○
元
気
ク
ラ
ブ
国
際
親
善
交
流
会

　
　

村
内
の
５
、６
年
生
と
中
学
１
、２
年
生

延
べ
44
人
が
12
月
28
、
29
の
両
日
、
ア
メ

リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
訪
れ
た
中
学
生
と

交
流
し
、
互
い
に
国
の
伝
統
や
文
化
、
遊

び
な
ど
を
教
え
、
親
睦
を
深
め
た
。
今
年

度
も
開
催
予
定
。

○
水
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

藤
原
敏
氏
（
上
楠
）
が
選
任
同
意
（
１

期
３
年
７
期
目
）
さ
れ
ま
し
た
。

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

○
水
上
村
地
域
の
元
気
臨
時
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　

平
成
25
年
度
に
地
域
経
済
活
性
化
及
び

雇
用
創
出
を
目
的
と
し
て
交
付
を
受
け
た

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を
、
平
成
26
年

度
の
地
域
経
済
活
性
化
及
び
雇
用
創
出
を

目
的
と
し
た
事
業
に
充
て
る
た
め
基
金
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
難
視
聴
地
区
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
施
設
設
置
事
業
費
補
助
金
交
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地
区
に

お
い
て
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
し

た
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の
施

設
設
置
に

対
す
る
補

助
に
対
応

す
る
も
の

で
す
。

○
水
上
村
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
　

勤
続
25
年
以
上
で
年
齢
60
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
本
人
か
ら
の
希
望
が
あ
り
村

が
再
任
用
を
認
め
た
場
合
は
勤
務
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

字
図
等
の
発
行
手
数
料
を
改
定
す
る
も

の
で
す
。

　
　

字
図
１
件
５
０
０
円
↓
３
０
０
円

　
　

地
積
図
１
枚
１
，
０
０
０
円
↓
３
０
０

円
な
ど

○
水
上
村
医
師
住
宅
管
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
　

歯
科
医
師
住
宅
（
水
上
歯
科
医
院
隣
）

を
新
築
す
る
こ
と
に
伴
い
、
管
理
等
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

４
月
か
ら
の
消
費
増
税
に
伴
い
、
使
用

料
の
基
準
単
価
を
内
税
方
式
か
ら
外
税
方

式
変
更
し
、
１
㎥
超
過
料
金
に
つ
い
て
も

見
直
す
も
の
で
す
。

○
水
上
村
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

田園シンフォニー

伝統芸能での交流

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》
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○
水
上
村
林
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
３
つ
の
一
部
改
正
は
４
月
か
ら
の

消
費
増
税
に
伴
い
、
使
用
料
の
基
準
単
価

を
内
税
方
式
か
ら
外
税
方
式
変
更
す
る
も

の
で
す
。

○
水
上
村
公
園
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
市
房
ダ
ム
湖
カ
ヌ
ー
保
管
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

○
水
上
村
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
温
泉
給
湯
施
設
使
用
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
湯
山
元
湯
温
泉
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

以
上
５
つ
の
一
部
改
正
は
４
月
か
ら
の

消
費
増
税
に
伴
い
、
使
用
料
を
見
直
す
も

の
で
す
。

○
水
上
村
学
校
給
食
負
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

４
月
か
ら
の
消
費
増
税
に
伴
い
、
負
担

金
を
見
直
す
も
の
で
す
。

○
水
上
村
簡
易
給
水
施
設
の
設
置
及
び
改
良

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

簡
易
給
水
施
設
を
設
置
、
改
良
等
を
す

る
と
き
、
受
益
者
の
負
担
額
が
１
戸
当
た

り
４
８
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
は
、

そ
の
超
え
る
額
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
一
般
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

高
瀬
教
員
住
宅
（
２
戸
）
と
湯
山
覚
井

校
長
住
宅
（
１
戸
）、
並
び
に
岩
野
覚
井
地

区
に
新
築
し
た
定
住
促
進
住
宅
（
１
戸
）

を
一
般
住
宅
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
消
防
団
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
水
上
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

第
３
分
団
を
第
１
分
団
に
編
入
し
、
団

員
の
定
数
を
見
直
す
も
の
で
す
。

　
　

分
団
長
・
副
分
団
長
・
部
長
各
３
人
↓

各
２
人
（
副
分
団
長
・
部
長
に
つ
い
て
は
、

４
年
を
目
途
に
２
人
体
制
へ
移
行
）

　
　

班
長
１
７
名
↓
１
５
名

　
　

団
員
１
５
２
名
↓
１
５
７
名

○
水
上
村
学
校
教
職
員
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

高
瀬
教
員
住
宅
（
２
戸
）
と
湯
山
覚
井

校
長
住
宅
（
１
戸
）
を
一
般
住
宅
へ
の
変

更
に
伴
い
、
教
員
住
宅
か
ら
削
除
す
る
も

の
で
す
。

○
水
上
村
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

委
員
は
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関

係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動

を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の

中
か
ら
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
よ
う
規

定
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
３
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
８
億
９
，
７

８
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地
域
公
共
交

通
対
策
基
金
積
立
金
８
，
５
０
０
万

円
、
地
域
の
元
気
臨
時
基
金
積
立
金
２
，

５
０
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上
し
ま
し

た
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
，
２
６
８

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億
７
，
４
１

７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《　

補　

正　

予　

算　

》

《　

補　

正　

予　

算　

》

《　

補　

正　

予　

算　

》
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簡
易
水
道
に
つ
い
て

岩
野
地
区
簡
易
水
道
水
源
は
、
自
然

流
下
水
を
貯
水
槽
で
濾
過
、
消
毒
し
、

水
道
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
貯
水
槽

の
建
設
竣
工
日
、
配
管
の
埋
設
完
了
日
、
耐

用
年
数
は
。

廣
瀬
村
長　

建
設
竣
工
は
昭
和
60
年

９
月
で
あ
り
、耐
用
年
数
は
貯
水
池
が

60
年
、配
管
が
40
年
、現
在
経
過
年
数
28
年
で

あ
り
、耐
用
年
数
残
は
貯
水
池
が
32
年
、配
管

12
年
と
な
って
い
る
。

屋
外
貯
水
槽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過

去
に
水
道
水
が
濁
っ
た
経
緯
も
あ

り
、
大
気
汚
染
に
よ
る
酸
性
雨
、
異
物
等

が
混
入
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
屋
内
貯

水
槽
又
は
地
下
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
水
道

水
源
の
考
え
は
。

廣
瀬
村
長　

岩
野
地
区
第
２
水
源
汚

濁
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
上
流
部
の

山
林
伐
採
、
作
業
道
の
新
設
工
事
が
原
因
と

一　

般　

質　

問
小野 賴年　議員

思
わ
れ
、
現
在
で
は
樹
木
も
成
長
し
、
治
山

工
事
も
完
了
し
た
こ
と
か
ら
汚
濁
の
発
生
も

少
な
く
な
っ
た
。
又
、
現
在
８
０
０
㎥
／
日

の
水
量
が
あ
り
、
岩
野
地
区
で
の
使
用
量
は

最
大
で
４
５
４
㎥
／
日
あ
れ
ば
足
り
る
。
水

量
は
確
保
で
き
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
在
の

水
源
地
域
の
整
備
を
行
い
、
12
年
後
の
配
管

大
規
模
改
修
時
に
精
査
す
る
。
又
、
屋
内
貯

水
池
に
つ
い
て
は
、
酸
性
雨
、
Ｐ
Ｍ
２
．
５

等
に
よ
る
影
響
を
調
査
し
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
一
般
質
問
後
に
対
す
る
執
行
部
の
結
果

報
告
に
つ
い
て

　

○
郷
土
資
料
館
施
設
配
置
に
つ
い
て

問問

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
被
保
険
者

療
養
給
付
費
３
，
２
４
４
万
円
な
ど
を
減

額
計
上
し
ま
し
た
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
億
５
，
４
４
４
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
３
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
，
９
５
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
４
８
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
４
，
４
６
０
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
，
１
９
５

万
円
（
財
源
補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
１
０
万
円

（
財
源
補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
５
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
４
，
４
９
５
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
舟
石
地
区
簡
易
給
水
施
設
改
良
工
事
に
係

る
受
益
者
負
担
金
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

受
益
者
負
担
金
１
６
戸
分
７
６
８
，

０
０
０
円
（
１
戸
当
４
８
，
０
０
０
円
）

及
び
徴
収
方
法
等
に
つ
い
て
決
定
す
る

も
の
で
す
。

○
団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業
（
農
業
基
盤

整
備
促
進
型
）
に
係
る
受
益
者
負
担
金
額

の
決
定
に
つ
い
て

　
　

湯
山
地
区
高
澄
溝
取
水
堰
補
修
、
用

排
水
施
設
改
修
に
係
る
受
益
者
負
担
金

５
３
戸
分
６
２
３
万
円
及
び
徴
収
方
法

等
に
つ
い
て
決
定
す
る
も
の
で
す
。

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　

平
成
26
年
度
か
ら
高
遊
原
南
消
防
組
合

が
熊
本
市
消
防
局
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
一
部
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

岩野浄水場

答答

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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那須 正弘　議員

職
員
採
用
試
験
等
に
つ
い
て

23
年
度
の
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
職

採
用
試
験
で
年
齢
制
限
を
さ
れ
た
理

由
は
。廣

瀬
村
長　

事
務
職
と
し
て
の
プ
ロ

パ
ー
を
育
て
た
い
意
向
か
ら
年
齢
制
限

を
設
け
て
募
集
し
た
。

各
種
免
許
条
件
や
経
験
が
必
要
な
場

合
、
年
齢
制
限
し
た
事
例
は
。

廣
瀬
村
長　

介
護
関
係
の
免
許
資
格

者
を
採
用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、年
齢

制
限
は
設
け
な
か
っ
た
。

原
則
的
に
は
雇
用
対
策
法
第
10
条
で
、

年
齢
制
限
は
出
来
な
い
と
思
う
が
、

こ
の
規
定
の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

廣
瀬
村
長　

事
業
主
は
労
働
者
が
そ

の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
と
し
て
、厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、そ
の
年
齢
に

か
か
わ
り
な
く
均
等
な
機
会
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

25
年
度
の
社
協
職
員
の
採
用
に
雇
用

対
策
法
第
10
条
に
よ
る
年
齢
制
限
が

問

出
来
な
か
っ
た
、
し
な
か
っ
た
理
由
と
、
役

場
職
員
採
用
と
の
具
体
的
な
違
い
は
。

廣
瀬
村
長　

役
場
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
長
い
間
か
け
て
一
人
前
に
な
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、あ
る
程
度
年
齢
制
限

を
し
、若
い
職
員
の
雇
用
に
努
め
て
い
る
。社
協

に
つ
い
て
は
福
祉

に
携
わ
る
こ
と
か

ら
、免
許
を
持
って

お
ら
れ
る
方
を
優

先
的
に
採
用
す
る

た
め
年
齢
制
限
は

し
て
い
な
い
。

25
年
度
の

役
場
職
員
の
採
用
に
あ
た
り
、
選
考

委
員
会
の
期
日
、
委
員
名
（
５
名
）
、
選
考

内
容
を
具
体
的
に
お
示
し
を
。

廣
瀬
村
長　

選
考
委
員
会
が
規
定
す

る
事
務
に
つ
い
て
は
、30
年
程
度
熊
本
県

町
村
会
に
委
託
し
て
お
り
設
置
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

職
員
２
名
が
退
職
に
至
っ
た
理
由
。

又
、
今
後
の
採
用
予
定
は
。

廣
瀬
村
長　

退
職
に
至
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
は
、社
長
と
の
経
営
方
針
の
相
違
。

採
用
に
つ
い
て
は
人
件
費
の
抑
制
の
た
め
に
行

わ
ず
、現
在
の
１
０
名
の
職
員
で
運
営
す
る
。

答答答 問問問

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
８
０
０
万

円
は
い
つ
の
時
点
で
返
済
さ
れ
た
か
。

又
、
２
，
９
０
０
万
円
の
資
金
投
入
の
２
月

末
残
高
は
。

廣
瀬
村
長　

借
入
金
は
11
月
に一
括
返

済
し
た
。資
本
金
は
12
月
末
で
１
，５
０

０
万
円
程
度
の
残
高
。

５
月
決
算
ま
で
１
，
５
０
０
万
円
で

乗
り
切
れ
る
の
か
。

廣
瀬
村
長　

再
建
計
画
で
は
今
期
４
０

０
万
円
程
度
の
赤
字
見
込
み
。桜
商
戦

の
予
想
が
非
常
に
難
し
く
、退
職
金
等
の
支
払

い
も
あ
り
赤
字
の
額
が
増
え
る
こ
と
も
予
測

さ
れ
る
。来
期
の
人
件
費
は
大
幅
に
抑
制
で
き

る
と
考
え
る
。

特
別
委
員
会
で
元
湯
温
泉
の
燃
料
費

補
助
は
２
０
０
万
円
と
記
憶
し
て
い

る
が
、
３
０
０
万
円
に
上
げ
た
理
由
は
。

廣
瀬
村
長　

12
月
の
特
別
委
員
会
で
２

０
０
万
円
で
提
案
し
た
が
、そ
の
後
の
燃

料
高
騰
に
よ
り
３
０
０
万
円
で
予
算
計
上
し

た
。燃

料
単
価
差
額（
24
年
度
平
均
１
０
４
円‒

答

21
年
度
平
均
６
２
円
）×
年
間
使
用
料
平
均

５
０
，２
２
３
ℓ
＝
２
１
１
万
円（
提
案
２
０

０
万
円
）

燃
料
単
価
差
額（
25
年
度
平
均
１
１
８
円‒

21
年
度
平
均
６
２
円
）×
年
間
使
用
料
平
均

５
０
，２
２
３
ℓ
＝
２
８
１
万
円（
予
算
計
上

３
０
０
万
円
）

燃
料
費
補
助
を
上
げ
る
の
な
ら
ば
、

旅
館
や
民
宿
の
方
々
に
も
助
成
措
置

を
す
べ
き
で
は
。

廣
瀬
村
長　

商
工
会
な
ど
の
意
見
で

は
、元
湯
は
湯
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

近
隣
の
飲
食
業
、民
宿
等
の
集
客
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、継
続
し
て
運
営
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。民
間
に
直
接

燃
料
対
策
で
は
な
く
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
、奥
球
磨

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
、企
画
等
を
通
じ
て
、一
過
性
の
観
光
の
み

な
ら
ず
長
期
に
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、民
宿
、旅

館
等
の
誘
客
に
努
め
た
い
。第
三
セ
ク
タ
ー
は
村

の
各
産
業
振
興
、あ
る
い
は
観
光
の
け
ん
引
役

と
し
て
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
使
命
感
が
あ
る
。

貴
重
な
財
源
を
使
う
第
三
セ
ク

タ
ー
な
の
で
、
将
来
的
に
は
村

へ
の
多
額
の
寄
付
、
財
政
援
助
を
で
き
る
よ

う
な
会
社
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
産
業
振
興
開
発
等
に
つ
い
て

答答 問問

答答

答

問

問

問問答

要
望
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３
月
27
日
開
催

第
１
回
臨
時
会

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
０
０
万

円
を
減
額
し
、
総
額
を
２
８
億
９
，

０
８
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
地
域
公
共
交
通

対
策
基
金
積
立
金
２
，
５
０
０
万
円
の

追
加
、
村
道
修
繕
料
５
０
０
万
円
、
災

害
復
旧
費
１
，
０
９
８
万
円
な
ど
３
，

２
１
６
万
円
を
減
額
計
上
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
８
事
業
８
，
２
６
０
万
円
を
26

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

《　

補　

正　

予　

算　

》

《　

補　

正　

予　

算　

》

《　

補　

正　

予　

算　

》

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
係
る
電
子
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

２
６
６
万
円

②
歯
科
医
師
住
宅
建
設
工
事

８
５
０
万
円

③
林
業
・
木
材
産
業
振
興
施
設
等
整
備
事
業

１
１
２
万
円

④
林
道
上
米
良
大
平
線
舗
装
工
事

３
，
４
０
０
万
円

⑤
村
道
小
園
下
七
代
線
道
路
改
良
工
事

７
６
０
万
円

⑥
村
道
古
屋
敷
柳
平
線
防
災
工
事

９
８
０
万
円

⑦
岩
野
覚
井
住
宅
建
設
工
事

１
，
０
２
２
万
円

⑧
25
年
災
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

８
７
０
万
円

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

総
額
を
３
億
７
，
４
１
７
万
円
（
財
源

補
正
）
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

地
域
密
着
型
施
設
整
備
事
業
１
億
３
，

３
４
０
万
円
を
26
年
度
に
繰
り
越
す
も
の

で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
０
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
４
，
４
１
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

総
額
を
４
，４
９
５
万
円
（
財
源
補
正
）

と
す
る
も
の
で
す
。

○
舟
石
地
区
簡
易
給
水
施
設
改
良
工
事
に
係

る
受
益
者
負
担
金
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

受
益
者
負
担
金
１
６
戸
分
７
６
８
，

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

０
０
０
円
（
１
戸
当
４
８
，
０
０
０
円
）

か
ら
１
７
戸
分
８
１
６
，
０
０
０
円
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

　

４
月
13
日
、
国
内
で
３
年
ぶ
り
、
熊
本

県
内
で
は
初
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
多
良
木
町
の
養
鶏
場
に
て
発
生
。

県
は
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
郡
内
２
カ

所
の
養
鶏
場
で
１
１
万
２
千
羽
を
殺
処
分

し
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
県
の

対
応
の
早
さ
で
は
な
か

ろ
う
か
。
13
日
に
防
疫

対
策
本
部
を
設
置
。
14

日
午
後
７
時
す
ぎ
に

は
関
係
す
る
養
鶏
場
の

全
羽
の
殺
処
分
を
終
え

た
。
同
時
に
人
吉
・
球

磨
地
域
の
13
カ
所
で
感

染
拡
大
を
防
ぐ
車
両
消

毒
ポ
イ
ン
ト
（
そ
の
後

４
カ
所
増
）
を
設
け
、

県
内
養
鶏
場
の
調
査
も

行
い
、
異
常
が
な
い
こ

と
も
確
認
し
た
。

　

こ
の
初
動
に
関
し
て
は
、
国
・
農
林
水

産
省
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
地
域
住
民
が
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
は
、
発
生
当
初
か
ら
鶏
の
殺

処
分
や
感
染
拡
大
防
止
に
24
時
間
体
制
で

対
応
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
県
・
自
衛

隊
・
農
業
団
体
・
建
設
業
・
市
町
村
役
場
・

そ
の
他
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

の
働
き
で
あ
ろ
う
。

　

心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

 

荒
嶽　
　

晋

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

賴
年

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　

員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
良　
　

哲

汗の原親水公園付近の消毒ポイント
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廣
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大
島
企
業
長
就
任

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院　

　

ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
４
月
１
日
付
け
で
公
立
多
良
木
病
院
長
並
び
に

同
企
業
団
の
企
業
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
病
院
の
院
長
を
勤
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
全
国

の
山
間
地
域
共
通
で
あ
る
医
師
の
確
保
と
い
う
難
題
に
直
面

し
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
方
に
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
一
名
で
も
多
く
の
医
師
確
保
が
で
き
る
よ
う

誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
方
か
ら
頼
れ

る
中
核
病
院
と
な
り
、
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
で
き
る
よ

う
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
長　

大
島
茂
樹　

災害時緊急輸送協定について災害時緊急輸送協定について

　人吉球磨の10市町村と公益社団法人熊本県トラック協会（岩下哲三会長）は、２月27日
災害発生時における物資等の緊急輸送に係る協定に調印しました。 
　県トラック協会には県内の730社が加盟し、人吉球磨支部では２８事業所が会員となっ
ており、平成23年の東日本大震災、同24年の九州北部豪雨の際には飲料水や食料、衣料
品、毛布などの緊急物資を輸送しています。
　人吉球磨地域には南縁断層（湯前町から多良木町、あさぎり町、錦町を経て、人吉東部
に至る断層で、長さは
約22㎞）があり、断層
のずれによる大地震の
影響が心配されます。
　大規模災害が発生し
た際の活躍が期待され
ます。
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第１９回環境保全型農業推進コンクール奨励賞受賞

～「水上村良質米生産部会」

　全国環境保全型農業推進会議の環境保全型農業推進コンクールにおいて、「水上村良質米生産
部会」（代表：尾前誠二氏）が奨励賞を受賞し、３月 18 日（火）に九州農政局においてその伝
達が行われました。
　このコンクールは減化学・減農薬栽培といった環境にやさしい生産方式に取り組んでいる農
業者を表彰するもので、福田病院（熊本市）との田植え稲刈り体験ツアーや病院食への無農薬
米の提供といった「農」と「医」の連携が高く評価された結果であります。これを契機にさら
に福田病院との取引が充実するとともに、販売先の拡大につながればと思います。関係者の皆
様おめでとうございます。

農家のみなさんへ

農作業事故に注意！！
　春は秋とともに農作業事故の発生が多い時期です。これからの季節は、水稲の作付けに向けた作業
が最盛期となります。トラクター等を使用する機会が増えますので、充分注意しましょう。

　①農業機械の点検整備の励行。
　②点検時は必ずエンジンを停止する。
　③安全保護具の使用、作業に適した服装をする。
　④疲労を蓄積させないために、定期的に休憩する。

無理は禁物です。体調を整え、
機械を整えて農作業を行いましょう。

担当：水上村役場　経済課　電話44-0314
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②
上
小
学
校

③
お
菓
子
作
り
（
年
に
数
回
で
す

が
…
）

④
水
上
村
に
は
二
度
目
の
赴
任
と
な

り
深
い
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

②
菊
池
市
立
泗
水
小
学
校

③
食
べ
る
こ
と
（
特
に
ご
飯
）

④
十
二
年
ぶ
り
の
水
上
村
で
の
生

活
に
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
湯
山
小
学
校

③
音
楽
鑑
賞
、
楽
器
演
奏

④
岩
野
小
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
、
先
生
方

が
過
ご
し
易
い
よ
う
、「
縁
の
下

の
力
持
ち
」
と
し
て
、
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

②
熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校

③
読
書

④
小
学
校
は
初
め
て
で
す
が
、
一

生
懸
命
、
頑
張
り
ま
す
。

②
人
吉
東
小
学
校

③
読
書
、
旅
行

④
自
然
豊
か
な
水
上
村
で
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
せ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

②
福
岡
県
大
野
城
市
立
大
野
東
小
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
す
る
こ
と

④
日
々
、
全
力
投
球
で
力
を
尽
く

し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

②
木
上
小
学
校

③
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と

（
何
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
）

④
明
る
く
元
気

に
が
ん
ば
り

ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

②
天
草
市
立
志
柿
小
学
校

③
絵
画
鑑
賞
、
散
歩

④
三
年
ぶ
り
に
ま
た
こ
ち
ら
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
経

営
と
い
う
立
場
で
子
ど
も
た
ち
、

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。
ご
支
援
・
ご
協

岩
野
小
学
校

①教諭

　髙
たかはま

濵　寿
か ず え

枝

①教諭

　木
き ど

戸　耕
こうへい

平

①特別支援教育支援員

　石
いしはら

原　恵
え み

美

①校長

　𠮷
よ し だ

田　享
とおる

①教諭

　田
た む ら

村　たずこ

　

四
月
一
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

 
教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①教頭

　立
たてもと

本　登
と み こ

美子

湯
山
小
学
校

   

①
氏
名　

②
前
任
校　

   

③
趣
味　

④
抱
負

①教諭

　日
ひ お き

置　知
ち か

佳

①事務職員

　高
た か せ

瀬　育
い く よ

代
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②
五
木
村
立
五
木
中
学
校

③
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
カ
ラ

オ
ケ
好
き
で
す
。

④
初
め
て
音
楽
科
と
し
て
赴
任
し

て
参
り
ま
し
た
。
地
域
へ
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
初
任

③
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

④
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
も

大
切
に
、
早
く
水
上
中
学
校
に

慣
れ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

②
球
磨
教
育
事
務
所

③
家
族
で
の
温
泉
巡
り

④
明
る
く
、
楽
し
い
学
校
・
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
生
徒
・
保

護
者
・
地
域
の
方
々
に
信
頼
さ

れ
る
水
上
中
学
校
に
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

②
人
吉
市
立
第
一
中
学
校

③
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
、

飲
む
こ
と

④
食
べ
す
ぎ
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し

て
、
生
徒
と
と
も
に
動
け
る
体

づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

①教頭

　竹
たけうち

内　正
まさのぶ

信

①講師

　黒
くろさき

﨑　真
ま り

梨

①教諭

　久
く ぼ た

保田　拓
た く や

也

①用務員

　曻
しょうたか

髙　京
きょうこ

子

水
上
中
学
校

湯
山
小
学
校

・
錦
町
立
木
上
小
学
校

　

教　

頭　
　

田
代
千
恵
子

・
水
上
村
立
岩
野
小
学
校

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
　
　
　
　
　

石
原　

恵
美

岩
野
小
学
校

・
天
草
郡
苓
北
町
立
苓
北
中
学
校

　

校　

長　
　

山
本　

輝
彦

・
湯
前
町
立
湯
前
小
学
校

　

教　

諭　
　

山
田　

恭
美

・
あ
さ
ぎ
り
町
立
須
恵
小
学
校

　

教　

諭　
　

永
井
公
一
朗

・
熊
本
市
立
出
水
南
小
学
校

　

教　

諭　
　

中
村　
　

暢

・
退
職

　

事
務
職
員　

髙
沢　

亜
樹

・
退
職

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
　
　
　
　
　

𠮷
川　

恵
子

水
上
中
学
校

・
美
里
町
立
砥
用
小
学
校

　

教　

頭　
　

塚
原　

三
広

・
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

　

教　

諭　
　

一
鬼　

隆
浩

・
八
代
市
立
第
一
中
学
校

　

教　

諭　
　

由
川　

文
子

・
芦
北
町
立
佐
敷
中
学
校

　

講　

師　
　

平
江　

怜
奈

・
退
職

　

用
務
員　
　

川
原
ゆ
き
え

転　

出　

者

水
上
村
職
員
異
動
・
昇
格
一
覧

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）

湯
山
保
育
所
主
任
保
育
士
（
参
事
）

　
　

石
橋　

美
紀

　
　
（
湯
山
保
育
所
保
育
士
（
参
事
））

湯
山
保
育
所
保
育
士
（
参
事
）

　
　

城
本　

夕
子

　
　
（
岩
野
保
育
所
保
育
士
（
参
事
））

水
上
村
職
員
新
規
採
用
一
覧

　
　
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）

総
務
課
（
主
事
）

　
　

高
橋　

杏
奈

住
民
福
祉
課
（
主
事
）

　
　

白
川　

郁
也

経
済
課
（
主
事
）

　
　

椎
葉　

隼
也

水
上
村
職
員
退
職

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）

湯
山
保
育
所
主
任
保
育
士
（
係
長
）

　
　

幸
野　

真
由
美
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住民福祉課からのお知らせ

後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
　後期高齢者医療制度の対象となる方
　75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
　65歳から74歳までの方で一定の障がいがある方（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受けた日
から加入）
※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部の方などです。
※一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、い
つでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

　平成26・27年度の保険料率が決定しました。
　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに見直されています。

平成26年度及び平成27年度保険料率
　　　均等割額　４７，９００円
　　　所得割率　　　９．２６％

　保険料額（年額）＝均等割額（47,900）円＋所得割額｛（総所得金額等－33万円）×（9.26）%｝
※上限額が年額55万円から（57）万円へ変更となりました。

　平成26年度は保険料軽減対象者が拡大します。
　所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　所得が低い方の軽減

◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が

　　「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯で、　　　　　
　　被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ８０ 保険料の均等割額を９割軽減　
　　万円として計算したうえで所得が０円となる場合

　　「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯 保険料の均等割額を８. ５割軽減

　　「基礎控除額（３３万円）」＋「２４. ５万円×世帯
　　の被保険者数」を超えない世帯（拡大） 

保険料の均等割額を５割軽減

　　　

　　「基礎控除額（３３万円）」＋「４５万円×世帯 保険料の均等割額を２割軽減　　の被保険者数」を超えない世帯（拡大）

　＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、公的年金等特別控除後
　　（専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前）の金額になります。

平成24・25年度
保険料と同一
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住民福祉課からのお知らせ
◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
　被保険者の総所得金額等が

　　「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方 保険料の所得割額を５割軽減

　被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減

　被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。
　特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
　対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

　平成26年度 後期高齢者医療保険料の納め方について
　後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）
により納めることになります。
　特別徴収の方
　　　平成26年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。

　普通徴収の方
　　　平成26年４月より納付書又は口座振替により保険料を納めていただきます。
　
　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間 18万円未満の方を除く）で、平成 25年４月２日以
降に 75歳の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成 26年度途中から特別徴収となりますのでご
注意ください。

７５歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成２５年４月　２日　～
平成２５年１０月１日　の間 普通徴収はありません 平成２６年４月から

平成２５年１０月２日　～
平成２５年１２月１日　の間 平成２６年４・５月 平成２６年６月から

平成２５年１２月２日　～
平成２６年２月　１日　の間 平成２６年４・５・６・７月 平成２６年８月から

平成２６年２月　２日　～
平成２６年２月２８日　の間

平成２６年４・５・６・７．８．
９月 平成２６年１０月から

平成２６年３月　１日　～
平成２６年３月３１日　の間 平成２６年７・８・９月 平成２６年１０月から

＊普通徴収の月は、市町村によって異なります。また、平成 25年 4月 2日～ 10月 1日の間に 75歳の誕生日を迎えられた
方の特別徴収の開始月は、市町村によって平成26年 4月前に開始される場合もあります。

　～　特別徴収から口座振替への変更について　～
　後期高齢者医療保険料を特別徴収（年金からの差し引き）により納めている方は、申し出により、
保険料を口座振替での納付へ変更することができます。
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住民福祉課・経済課からのお知らせ

後後期高齢者医療の被保険者の方へ
医療機関の適正受診についてのお願い医療機関の適正受診についてのお願い

　現在、休日や夜間に救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたして
います。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際には、
下記のことに留意しましょう。

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜
間に救急外来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけでは
なく、医師の負担が増え、医療費も割増料金で高くなります。
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。
●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投
薬により、かえって体に悪影響をあたえてしまう心配もあります。今受けている治療に不安な
どがあるときには、そのことを医師に伝えて相談してみましょう。
●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くす
みます。ジェネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医
　薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用について相談
　しましょう。
●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わ
　せによって副作用が強くでることもあります。お薬手帳の活用な
　どにより、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合
　わせには注意しましょう。また、薬が余っている場合は、医師や
　薬剤師に相談しましょう。

原木しいたけ生産の種駒及び原木の補助があります！
　熊本県では、熊本県産原木しいたけの消費拡大と生産者の経営安定を支援するため、「原木し
いたけ再生回復緊急対策事業」を実施します。
◎事業主体：「熊本産原木しいたけブランド推進協議会」を５月末に設立予定。
　（参加予定団体）
　　　・県椎茸農協、ＪＡ経済連、地域ＪＡ、県森林組合連合会、地域森林組合
　　　・種駒を導入販売し、しいたけ集荷を行っている県内企業
　　　・原木しいたけを生産している農事組合法人等
◎補助率：１／２以内（事業実施期間：平成27年３月まで）
◎補助を受けられる生産者の条件
　（種駒補助）
　・協議会の参加団体に属し、かつ県内に住所を有する原木しいたけ生産者。
　・参加団体等を通して購入する種駒が対象。（３月末までに植菌する種駒）
　（原木補助）
　・協議会の参加団体に属し、かつ県内に住所を有する原木しいたけ生産者。
　・県内で生育した原木が補助対象となります。（やむを得ない場合に限り九州内）
　・参加団体等を通して購入する原木が対象となります。（３月末までに使用）
　詳しくは、球磨地域振興局林務課（Tel 24-4115）、県庁林業振興課（Tel 096-333-2444）
にお尋ねください。
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住民福祉課からのお知らせ

平成26年４月から
国民年金保険料の取扱いが次のとおり変わります

１．さかのぼって免除申請ができるようになります
　これまでは、さかのぼって免除申請ができる期間は、申請時点の直前の７月（学生
納付特例は４月）まででした。
　平成 26年４月からは過去２年（２年１カ月前）までさかのぼって申請ができるよ
うになります。（学生納付特例も同様です）

【例】免除・納付猶予の場合（平成26年４月に申請する場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

24年３月 25年７月 26年４月 26年６月

これまで

平成26年
４月から

《手続き》
お住まいの市（区）役所・町村役場または年金事務所に「国民年金保険料免除・
納付猶予申請書」または「国民年金保険料学生納付特例申請書」を提出してくだ
さい。

【ご注意ください】
・免除申請が遅れると、万一の際に障害年金などを受け取れない場合がありますので、すみやかに
申請してください。

・学生であった期間は、学生納付特例に限られます。
・免除は前年所得や失業などの状況に基づき審査を行いますので、承認されない場合があります。

お問い合わせ先　

　・水上村役場　住民福祉課　年金係　TEL　44-0313

　・八代年金事務所　国民年金課　　　TEL　0965-35-6143

申請月
▼

申請が可能な期間

申請が可能な期間

２年１カ月
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　総合型クラブとは、多世代（ジュニアから高齢者まで）、
多志向、多種目（2種目以上）により活動しているクラ
ブのことを言います。水上元気クラブでは、老若男女を
問わず、いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも、
スポーツ・文化活動に親しむことが出来るような環境を
整えるために、地域の根付いた総合型クラブの育成と定
着を目指します。また、それらの活動だけでなく、水上
村の環境や景観のすばらしさを再確認するために、国指
定天然記念物「ゴイシツバメシジミ」の保護活動や、ボ
ランティア活動を行います。
◆クラブ年会費（年度ごとに更新が必要です。）
区　分 対象者 年　会　費

ジュニア会員 村内小学生 2,000 円（年間保険料込み）
村外小学生 3,000 円（年間保険料込み）

一般会員 成人者 2,000 円（年間保険料込み）
※途中で退会されても、返金はいたしませんのでご了承
ください。
◆お申込み方法（水上元気クラブ入会申込み～活動開始
　までの流れ）
１、入会申込み
入会申込書に必要事項を記入の上、年会費と併せてク
ラブ事務局（教育委員会事務局）または各種目代表者
に申し込んでください。なお、ジュニア会員は、保護
者の同意書が必要です。
２、会員証の受け取り
入会申し込み手続き終了後、会員証を発行いたします。会員証を、クラブ事務局よりご自宅に郵送するか、
各種目代表者にお渡しいたします。
３、会員証を持参のうえ、各種目へ参加（申し込みをしたその日から参加できます）
　会員証持参であれば、希望種目以外の全ての種目にも参加できます。
◆青年部事業所による会員特典

事業所名 購入特典
（資）大石酒造 2,000 円以上お買い上げの方、粗品プレゼント
オートショップ ユーキ オイル交換１リットルにつき 50円引き
やまちゃん食堂 3,000 円以上お食事の方、次回生ビール券プレゼント
井上商店 消費税サービス
坂口商店 消費税サービス
民宿川原 お茶購入の方１割引
（有）久保田自動車 自動車に限りオイル交換時 500 円引き
（有）井上石油 給油リッター数に応じて粗品プレゼント
◆募集中
新規種目・各種目の指導スタッフの募集も随時受付けております。資格や指導経験者は問いませんので、お
気軽にクラブ事務局までご連絡ください。

健康太極拳

　　　お問合わせ先：水上元気クラブ事務局（水上村教育委員会内）
　　　　　　　　　　TEL：44-0333　ＦＡＸ：44-0329　　

水上元気クラブとは？
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熊本県環境保全協議会設立20周年記
念講演会の参加者を募集しています！
演　題　「この国で起きている本当の事」政治経
　　　　済から地球環境問題まで
講　師　辛坊　治郎氏
開催日　平成 26年６月 11日（水）午後１時 30
　　　　分から
会　場　メルパルク熊本　熊本市水道町
募集概要
　○入場無料、申し込み先着４５０名
　○募集期間　５月１９日まで
　○申し込み方法は下記ＨＰをご覧ください。
　　http://www.kumamoto-kankyo.jp/

青少年のインターネット安全利用
に関する講演会
　どなたでも無料で参加できます。電話・FAX等
でお申し込みください。
◎日時：平成 26年 6月 3日（火）
　　　　14：30～ 15：30
◎場所：熊本県庁地下大会議室
　　　　（熊本市中央区水前寺 6-18-1）
◎講師：モバイルネットワーク研究所代表
　　　　　松川由美　氏

①超初心者入門コース
ゆっくり進む♪パソコン講座
○日　　程　平成26年6月3日～26日の火曜日・
　　　　　　木曜日の8日間
○時　　間　14：00～16：00（2時間×8日間）
○会　　場　人吉球磨能力開発センター・２Fパ
　　　　　　ソコン教室
○内　　容　電源の入れ方からはじめ、回覧板作
　　　　　　成まで。
○募集人員　18名
○申込期限　平成26年5月１日～平成26年5月30日
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
○受 講 料　10,000 円（テキスト代を含みます）

②仕事に活用する・活用できる
エクセル基礎！講座
○日　　程　平成 26年 6月 3日～ 26日の火曜
　　　　　　日・木曜日の 8日間
○時　　間　18：30～ 20：30（2時間×8日間）
○会　　場　人吉球磨能力開発センター・２Fパ
　　　　　　ソコン教室
○内　　容　エクセルの基礎全般
○募集人員　18名
○申込期限　平成 26年 5月１日～平成 26年 5
　　　　　　月 30日
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
○受講料　10,000 円（テキスト代を含みます）

お問い合せ先
熊本県環境保全協議会事務局
（Tel）096－ 333－ 2777

お知らせ

お申し込み・お問い合せ先
人吉球磨能力開発センター
人吉市相良町 1253-1（〒 868-0012）
（Tel）22-2475　（Fax）22-2656

お申し込み・お問い合せ先
熊本県青少年育成県民会議
（熊本県くらしの安全推進課内）
（Tel）096-333-2294　（Fax）096-382-7403

　今年度は「毎月第２木曜日」に
行政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：５月８日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　さん
問い合わせ先
　水上村役場　総務課　高橋　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。

日　時：５月８日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８３
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 そ　の　他 小　児　科

５

3 土・
祝日

仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

4 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

田中医院
（TEL　38-0061）

人吉医療センター　小児科
人吉市老人町　（TEL　22-2191）

5 月・
祝日

そのだ医院
（TEL　43-2063）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

6 火・
祝日

宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

緒方医院
（TEL　35-0131）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

11 日 渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院　
（TEL　26-5300）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

18 日 横山医院
（TEL　42-2132）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

増田クリニック小児科
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

25 日 こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

脳神経外科小林クリニック
（TEL　38-5670）

堤病院附属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

５

3 土・
祝日

ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）

清風薬局サンロード免田店
（あさぎり町）

（TEL　49-9600）

高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）
百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

4 日 エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）
5 月・祝日 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）

6 火・
祝日

山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）
つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）

11 日 エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）
18 日
25 日 百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

球磨郡医師会休日在宅医当番（５月）

休日当番薬局（５月）

赤
ち
ゃ
ん
ご
紹
介木下　陽

ひ な

菜ちゃん（女）
（平成26年３月７日生まれ）

水上村大字岩野
父：直樹さん　母：晴美さん
４人のお兄ちゃんと仲良く、
素敵な女性になって下さいね♥

椎葉　宗大ちゃん（男）
（平成26年３月11日生まれ）

水上村大字湯山
父：健大さん　母：リエさん

元気で素直な優しい子に育ってね
お兄ちゃんと仲良くね♡

介甲斐　絢
あやと

士ちゃん（男）
（平成26年２月18日生まれ）

水上村大字岩野
父：啓志さん　母：裕美さん

元気に明るく、心の優しい子に
育って下さい。
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水上村ふるさと環境美化条例施行から１年たちました

5月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3憲法記念日

4みどりの日 5こどもの日 6振替休日 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

燃えるごみ

燃えないごみ

資源ごみ

燃えないごみ

燃えないごみ

資源ごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

8日・22日：アルミ缶・スチール缶・透明びん・
              茶色びん

1日・15日・29日：燃えないごみ・鉄くず、ガラス、
　　　　　　　 陶器

資源ごみ

燃えないごみ

5日・12日・19日・26日

　水上村は去年よりも美しい村になったでしょうか。
　清潔で美しいふるさとづくりを推進し、美しいふるさとを次の世代に引き継いでいけるよう、道路、
公園などの公共の場所等における空き缶等のポイ捨てや犬のふんの放置などによる環境悪化を防止し
ましょう。

　村民、事業者、所有者、犬の飼い主、村内に滞在したり通過する人は次のことを守りましょう。
・空き缶、たばこの吸い殻等を回収容器以外に捨ててはいけません。
・犬の飼い主は、散歩や運動等で公共の場所等に飼い犬を連れ出す際
は、その連れ出した時に生じる犬のふんを回収するための用具等を
携帯し、犬がふんをした場合は他人に迷惑をかけないよう直ちに回
収し、自宅に持ち帰り適正に処理してください。土の中に埋めたり
してはいけません。
・紙くず、ごみ、ふん尿等の廃棄物をみだりに捨ててはいけません。

・公共の場所等において落書きをしてはいけません。
・環境美化意識を高めるとともに、村が推進する環境美化施策にご協力を
　お願いします。

　土地の所有者は、土地等にポイ捨て等をされた場合は、適正に処理すると
ともに、ポイ捨て等をされないよう必要な措置をお願いします。その際に
は、村も協力します。

担当：水上村役場住民福祉課 那須　電話44-0313



文目〈文目科〉
　よく、この花は「菖蒲（しょうぶ）」と表現されますが、「文
目」と「菖蒲」は別種。
　開花時期は、4月下旬～５月中旬頃。
　名前の由来は剣形の葉がきちんと並んで生えている葉
の様子から、文目（筋道、模様の意）の名がついた、と言われ
ています。また、「綾目」とも書きます。
花言葉：「メッセージ」「希望」

元田 京一 作品シリーズ　199

　本村は、平成26年３月26日（水）に開
催された熊本県町村会第67回定期総会
において、「優良町村表彰」を受けまし
た。この表彰は、住民一同の自治振興に
寄せる思い、その発展に対して贈られる
もので、水上村民ひとりひとりの地域振
興に対する熱意が高く評価され、本村を
含む３町村が選ばれました。

水上村、優良な村に選ばれる！！
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5月の行事予定

※予定ですので、変更になることがあります。

５月11日（日）

　　桜の里大運動会

　桜オーナーの森
に植えてあるカンザ
ンです。ダム湖周
辺のソメイヨシノよ
り開花時期が遅く、
大輪の花を咲かせ
ます。


